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1労働の科学　76巻12号　2021年

大原記念労働科学研究所は本年７月１日をも
って100周年を迎えました。1921年に倉敷労
働科学研究所として出発して以来，経営形態や
所在地は変遷を重ねましたが，今日まで研究活
動を継続してくることが出来ました。これもひ
とえに維持会，大原ネットワーク，桜美林学園
など多くの皆様のご支援の賜物であり，深く感
謝申し上げます。

労働科学研究100年の歩み
この100年の間に経済社会の変貌はすさまじ
く，労働科学研究も労働現場の変化に対応し研
究対象や研究分野を少しずつ変えながら実績を
積み重ね，産業界はじめ社会に還元してきまし
た。労働科学研究に長年取組んできた小木和孝
元所長，酒井一博前所長の考察によれば，この
百年の研究は，①現場の問題を学際的に把握し
分析する＜現場学際アプローチ＞，②労働を人
間的なものにしようとする＜労働の人間化サ
ポート＞，③問題解決に向けた処方箋開発を目
指す＜対策指向汎用ツール＞の３つの共通した
切り口で整理することが出来るとのことです。
本『労働の科学』誌上で来年度から労働科学研
究100年の歩みを経済社会状況の変化とともに
振り返る連載がスタートします。

100周年記念事業
100周年を記念して，労働科学研究所では３
つの記念事業に取組んでいます。３つの事業に
共通しているのは，一過性のイベントではなく
今後の労働科学研究の発展に資するプロジェク
トということです。
第１は，維持会とのコラボレーションによる

『働き方の未来を50人が読む』調査の実施です。
学界，企業，団体などからベストアンドブライ
テスト50人にお願いして，労働に関する重要
なテーマについてご意見を伺い，その結果を集
計・分析して社会に提供し，産業界の抱える諸
課題の把握と問題解決の糸口を探ることを狙い

としています。第１回の調査結果は本誌９月号
で公表しました。有識者の皆様の労働に関する
考察の深さ，未来を読む先見力，労働科学研究
への期待の高さを改めて認識した次第です。今
後毎年定期的に調査を継続して参ります。
第２は，地域との連携です。労働や生活の諸
問題の解決のためには地域の視点が欠かせませ
ん。本年度は創業の地倉敷で労働科学研究所の
活動を復活させるべく，地元の有隣会と共催で
作家の江上剛氏をお招きし百周年記念講演とシ
ンポジウムを10月に開催し好評を得ました。
これをスタートとして地域との連携事業を進め
て参ります。
第３は，産学協働です。桜美林大学との教育
研究面での協働はますます深化し，昨年度発足
した日本労働科学学会はその活動をさらに活発
化させています。産業現場の知見を教育研究の
充実に生かし，その成果を産業現場に還元する
という好循環を進化させて参ります。

新しい世紀に向けて
2019年冬に発生した新型コロナウィルスは
未だ収束していません。労働科学研究所もコロ
ナショックに見舞われ大きな打撃を受けていま
すが，各方面のご支援や所員の努力により研究
活動を継続しています。コロナショックは我々
の働き方にも大きな影響を及ぼしており，労働
科学研究所ではウィズコロナの労働の実態を足
下でしっかりと把握し分析することから新しい
世紀を始めようとしています。それは労働の本
質を問うことであり，ポストコロナに向けた模
索にも繋がっていくものと考えます。
新しい世紀においても，ユニークな研究成果
を世に問い，現場にソリューションを提供し，
労働科学で社会に貢献するというミッションを
実現していきたいと所員一同心を新たにしてい
ます。
皆様方の変わらぬご支援とご鞭撻をお願い申
し上げて，百周年のご挨拶といたします。

100周年を迎えて

挨拶

濱野　潤 はまの じゅん
大原記念労働科学研究所 理事長
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